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都大学防災研究所）

業　績： 地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予
測データベースの開発と気候変動リスク評価
研究成果の社会実装

選定理由：
　地球温暖化の進行を背景に，近年，これまでに経験
したことのない豪雨や猛烈な台風の襲来が見られるよ
うになった．社会は今後の気候変化への対応に迫られ
ており，日本でも気候変動適応法が施行されるなど，
気候変化への適応策の推進に向けた動きが活発化して
きている．しかしながら施設設計には，例えば洪水の
場合には200年に 1度発生するような低頻度極端現象
の評価が必要であるため，過去の限られた期間の観測
データからの推定誤差は大きく，さらに将来の気候変
化を考慮した予測評価は困難であった．
　このような状況において石井氏と森氏は，多くの共
同研究者をリードし，地球温暖化対策に資するアンサ
ンブル気候予測データベース（database for policy 
decision making for future climate change：d4PDF）
を開発し，このデータベースに基づいた将来気候リス
ク評価に取り組み，研究成果の社会実装を達成した．
この目的のために石井氏は，気候変動シミュレーショ
ンの核となる海面水温と海氷の変動および摂動のモデ
ル境界データを作成し，実験実施の全体を指揮した．
十分な温暖化緩和策がとられなかった場合の状況を想
定して，全球平均地上気温が産業革命以前のレベルか
ら 4℃上昇した気候条件での実験を最初に完成させ
た．その後，パリ協定の目標を主な研究対象とした文
部科学省の気候変動適応技術社会実装プログラム
（2015～2019年度）で取り組んだ 2℃実験実施において
も，研究推進を支援した．また，同省統合的気候モデ
ル高度化研究プログラム（2017～2021年度）では1.5℃
実験を実施し， 2℃と 4℃実験との対比により，将来
気候のスケーラビリティ（諸量の変化と世界平均気温
上昇量との比例関係）の研究を推進した．
　森氏は，上記データベースの開発に参加するだけで
なく，これらの成果を気候変動に伴う風水害リスク評
価に応用してきた．先駆的な結果として，2016年に過
去および 4℃実験結果を高潮の長期評価に用い，それ
まで評価の困難であった温暖化が進んだ場合の数百年

に 1度の高潮の将来予測を東京湾や大阪湾を対象に行
い，低頻度巨大災害の評価に役立つことを示した．森
氏はその後，台風や急速に発達する低気圧（いわゆる
爆弾低気圧）に起因する高波等についても，将来変化
予測を実現してきた．これらの成果は，統合的気候モ
デル高度化研究プログラム内外における上記データ
ベースを用いた極端降水量，洪水流量，河川氾濫，土
砂災害リスク等の将来変化予測につながっており，そ
の科学的・工学的な影響は非常に大きい．その成果に
基づき，森氏は国土交通省および農林水産省「気候変
動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会」への委員
としての参画をはじめとして，風水害リスク予測の社
会実装の多くに貢献している．
　以上のように石井氏と森氏は，アンサンブル気候予
測データベースの開発と応用を通じて，それまで評価
が困難であった低頻度極端現象の地球温暖化による影
響を考慮した政策対応に道を拓いた．このデータベー
スの開発には多くの研究者が関わっているが，社会実
装につながる各種成果を創出するというこの大事業
は，両氏らのリーダーシップなしには実現できなかっ
た．両氏らによる気候変動に伴う風水害リスクの予測
結果は，風水害に関わる社会基盤インフラ整備の政策
に大きな影響を与えている．両氏らが直接関わったも
のの他にも，日本学術会議の適応策に関わる提言，国
土交通省の気候変動を踏まえた水災害対策に関わる答
申など，行政に関わる様々な委員会や分野で予測結果
が活用されている．中央省庁だけでなく，大阪府河川
構造物等審議会では，現在検討が進んでいる大阪湾三
大水門の新規設計に実際に活用されつつあり，今後の
社会インフラ整備への利用が期待される．さらに，損
害保険料率算出機構や損害保険会社等の民間企業の気
候リスク評価にも活用が始まっている．
　以上のように石井正好氏と森　信人氏の研究開発と
社会実装は，社会に多大なる貢献をした功績として認
められるため，2021年度の岸保・立平賞を贈呈するも
のである．
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